
『
解
体
新
書
』
（
一
七
七
四
年
江
戸
刊
）
が
、
日
本
で
最
初
の
本
格

的
な
西
洋
医
学
書
の
翻
訳
書
で
あ
り
、
こ
の
本
の
出
版
が
蘭
学
の
興

隆
を
招
い
た
こ
と
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
の
原
著
は
、

］
・
少
．
沢
口
目
扇
著
の
『
解
剖
学
表
』
（
一
七
一
三
年
刊
、
い
わ
ゆ
る

『
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ァ
』
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
ラ
イ
デ
ン
の
外
科

医
の
、
己
冒
⑦
目
が
一
七
三
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
し
た
。
こ

の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
重
訳
が
『
解
体
新
書
』
で
あ
る
。

蘭
訳
者
デ
ィ
ク
テ
ン
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ラ
イ
デ
ン
市
古
文
書
館
ギ
ル
ド
セ
ク
シ
ョ
ン
（
三
四
八
、

三
五
○
、
三
五
一
）
の
史
料
と
、
ラ
イ
デ
ン
市
立
博
物
館
Ｐ
鼻
目
冒
一
）

の
「
外
科
医
の
部
屋
」
に
あ
る
外
科
医
ギ
ル
ド
の
ボ
ー
ド
の
記
録
に

よ
り
、
下
記
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
。
ｑ
昌
己
員
の
目
の
名
は
、
と

き
に
。
①
弓
興
あ
る
い
は
ラ
テ
ン
語
風
に
①
①
目
『
旨
い
と
綴
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
『
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
』

の
藺
訳
者
デ
ィ
ク
テ
ン
と
そ
の
学
統

１Ｊ
石
田
純
郎
、

２７

Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス

姓
は
と
き
に
己
旨
①
目
．
目
。
雷
①
国
あ
る
い
は
目
鼻
訂
と
綴
ら
れ
て

い
る
。
デ
ィ
ク
テ
ン
は
一
六
九
四
年
に
生
れ
た
。
一
七
一
三
年
三
月

一
日
に
ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
マ
ス
タ
ー
］
ｏ
冨
口
臣
①
い
く
騨
目
閤
曾
に
入

門
し
徒
弟
奉
公
を
開
始
、
一
七
一
六
年
五
月
に
は
マ
ス
タ
ー
を
冑
冒

欝
の
①
届
の
ぐ
①
匡
に
変
え
た
。
一
七
二
一
年
二
月
十
四
日
に
は
、
ラ
イ
デ

ン
の
外
科
医
ギ
ル
ド
の
試
験
に
合
格
し
た
。
一
七
三
四
年
に
ク
ル
ム

ス
の
『
解
剖
学
表
』
を
蘭
訳
刊
行
し
た
。
そ
し
て
一
部
を
、
ラ
イ
デ

ン
大
学
解
剖
・
外
科
学
教
授
国
酸
シ
冒
昌
臣
い
へ
謹
呈
し
た
。
一
七

三
九
年
に
は
「
町
外
科
医
」
と
し
て
大
学
の
医
育
（
外
科
臨
床
）
を

担
当
、
一
七
四
○
年
に
は
ギ
ル
ド
評
議
会
の
試
験
係
マ
ス
タ
ー
に
任

命
さ
れ
た
。
一
七
四
四
年
か
ら
一
七
六
八
年
の
間
は
ギ
ル
ド
評
議
会

の
参
事
を
、
一
七
四
九
年
か
ら
一
七
六
四
年
の
間
は
ギ
ル
ド
の
正
外

科
医
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
る
な
ど
、
ギ
ル
ド
の
要
職
を
歴
任
し
た
。

こ
の
間
一
七
三
九
年
か
ら
一
七
六
五
年
に
か
け
て
、
五
冊
の
蘭
訳
医

学
書
の
序
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
一
七
七
○
年
七
月
二
十
二
日
に
没

し
た
。一

八
世
紀
の
欧
州
で
は
、
医
師
の
身
分
や
資
格
に
そ
の
専
門
や
受

け
た
教
育
に
よ
り
、
大
き
な
差
が
存
在
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
内
科
医
、
外
科
医
、
産
科
医
と
三
大
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
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デ
ィ
ク
テ
ン
と
同
世
代
の
ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
に
国
．
ｇ
ｇ
ｏ
目
》

炉
国
臥
駕
の
吋
）
男
号
。
○
旦
胃
お
よ
び
国
．
〆
Ｏ
Ｓ
が
い
る
が
、
彼

う
◎

中
に
も
ま
た
複
雑
な
資
格
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
単
に
当
時
の
階
級

の
存
在
し
た
社
会
状
況
の
反
映
で
あ
る
（
石
田
純
郎
『
実
学
史
研
究

Ⅵ
』
）
。
一
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
医
は
、
上
層
か
ら
「
Ｍ
Ｄ
外
科
医
」

「
ギ
ル
ド
外
科
医
」
「
理
髪
外
科
医
」
「
そ
の
他
の
外
科
医
」
に
分
け

ら
れ
た
が
、
『
解
剖
学
表
』
は
、
そ
の
中
の
ギ
ル
ド
外
科
医
の
た
め

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
初
心
者
用
（
酒
井
シ
ヅ
『
日
本
の
医

療
史
』
二
七
八
頁
）
の
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

日
本
の
近
代
西
洋
解
剖
学
の
歴
史
は
、
一
七
七
二
年
刊
の
『
和
蘭

全
躯
内
外
分
合
図
』
に
始
ま
り
、
『
解
体
新
書
』
そ
し
て
以
後
連
綿

と
続
い
て
い
く
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
オ
ラ
ン
ダ
・

ド
イ
ツ
の
学
界
で
は
、
『
解
体
新
書
』
の
原
著
『
解
剖
学
表
』
は
近

代
解
剖
学
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
前
近
代
的
な
バ
ロ
ッ
ク
解
剖
学
だ
と

評
価
さ
れ
て
い
る
（
シ
・
目
．
Ｆ
畠
①
且
嘗
、
一
九
七
三
）
。
こ
の
本
は
、

一
八
世
紀
後
半
の
一
連
の
解
剖
技
術
の
向
上
、
外
科
技
術
の
発
達
以

前
の
解
剖
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
が
日
本
で
近
代
解
剖
学
の
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
る
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
、
再
検
討
の
必
要
が
あ
る

等
の
著
し
た
、
あ
る
い
は
蘭
訳
し
た
医
学
害
も
日
本
へ
受
容
さ
れ
て

い
る
。
国
①
冨
①
獄
を
除
く
三
名
は
ギ
ル
ド
外
科
医
の
資
格
を
も
ち
、

そ
の
一
方
で
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
も
学
ん
だ
。
国
ｇ
い
§
だ
け
は
ギ
ル

ド
外
科
医
で
は
な
い
が
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
学
位
を
取
得
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
一
九
世
紀
前
半
ま
で
に
日
本
へ
受
容
さ
れ
た
医
学
害

の
多
く
は
、
外
科
書
だ
け
で
は
な
く
、
内
科
書
・
薬
物
害
を
含
め
、

一
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
ギ
ル
ド
外
科
医
の
た
め
の
本
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
国
策
貿
易
会
社
の
日
本
出
張
所
で
あ
っ
た
出
島
の
蘭

館
医
は
、
ギ
ル
ド
外
科
医
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
軍

医
部
門
の
管
理
の
も
と
、
ジ
ャ
ワ
・
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
日
本
へ
派
遣
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
蘭
館
医
の
学
統
が
、
蘭
学
と
し
て
日
本
へ
受
容
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ラ
テ
ン
語
が
公
用
語
で
あ
っ
た
大
学
し
。
ヘ

ル
の
も
の
で
は
、
決
し
て
な
か
っ
た
。
そ
し
て
後
に
、
一
九
世
紀
に

入
る
と
、
外
科
医
の
学
校
で
あ
る
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
の
学

統
へ
と
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

の
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
）

Ｄ
（
三
菱
水
島
病
院
）

勺巧
4J （77）


